
日
蓮
聖
人
に
お
け
る

「
時
」
に
つ
い
て

我

々
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
時
間
の
中
に
お

い
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
時
間
を
離
れ
て
存
在
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
宗
教
的
理
念
の
場
に
お
い
て
は
、

我

々
は
如
何
に
し
て
時
間
的
制
約
を
打
破
し
、
時
間
を
超
越
し
た

永
遠
な
る
も
の
に
触
れ
得
る
か
が
問
題
に
な
る
。
こ
こ
に
日
蓮
聖

人
に
お
け
る

「時
」
が

一
つ
の
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
聖
人
は
自
己
の
教
義
を
形
成
す
る
に
際
し
、

「時
」
の
問
題
を

重
視
さ
れ
た
こ
と
は
、
御
遺
文
中
の
随
所
に
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
察
せ
ら
れ
る

Ｔ
）
。

「時
」
と
は
、
所
謂

「
五
義
」
に
お
け
る

「時
」
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
法
華
経
に

予
見
さ
れ
た

「時
」
の
考
察
に
他
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
末
法
と

い
う
歴
史
的
時
間
を
如
何
に
超
克
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
現
実
と
い
う
時
間
的
制
約
を
持

つ
歴
史
の
中
に
、

山

本

光

明

被
投
的
に
投
げ
出
さ
れ
た
自
己
を
、
主
体
的
に
そ
の
被
投
性
を
打

破
し
、
企
投
的
存
在
者
と
し
て
自
己
を
位
置
付
け
、
そ
し
て
歴
史

を
形
成
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
こ
の
意
味
で
、
「
五

義
」
に
お
け
る

「時
」
の
問
題
を

「
企
投
的
歴
史
時
」
と
呼
ぶ
。

ま
た
、
聖
人
に
お
け
る

「時
」
は

「
企
投
的
歴
史
時
」
に
の
み
終

始
す
る
の
で
は
な
く
、永
遠
に
つ
い
て
の
問
題
で
も
あ
る
。
ン」
の
問

題
は

『
観
心
本
尊
抄
』
の

「
四
十
五
字
法
体
段
」
に
お
け
る

「今

本
時
」
の
語
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

っ
）
。
こ
れ
は

聖
人
の
宗
教
的
実
存
の
場
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
た
時
間
で
、
聖
人

の
信
仰
と
菩
薩
道
の
実
践
を
媒
介
と
し
た
、
釈
尊
と
の
感
応
道
交

せ
る
時
間
で
あ
る
。
以
下
こ
の
意
味
で
、
永
遠
に
つ
い
て
の
問
題

（
「今
本
時
」
）
を

「
信
仰
的
実
存
時
」
と
呼
ぶ
。

本
論
文
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
こ
の
二
種
の
時
間
の
特
殊
性
を

よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
道
元
禅
師

（以
下
敬
称
を
略
す
）
と
の

一
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比
較
に
お
い
て
考
察
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
道
元
の
時
間
論
が
仏

教
哲
学
史
上
最
も
そ
の
本
質
を
捉
え
、
且
つ
整
理
さ
れ
卓
越
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

↑
、

ま
た
鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師

を
自
力
と
他
力
と
に
分
け
、
末
法
思
想
超
克
の
理
論
を
積
極
的
な

も
の
と
消
極
的
な
も
の
と
に
分
け
る
と
、
道
元
は
聖
人
と
同
様
、

そ
の
仏
法
は
自
力
で
あ
り
、
末
法
思
想
超
克
の
理
論
は
他
の
祖
師

に
比
べ
て
積
極
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
、
聖
人
と
類
似
点

が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
た
め
で
あ
る
。

一

聖
人
は
時
間
を
客
観
的
に
実
在
す
る
も
の
と
捉
え

Ｔ
て

現
実

的
時
間
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
現
実
的
時
間
の
中
に
お

い
て
は
、
恒
常
的

・
客
観
的

・
等
質
的

・
普
遍
的

・
不
可
逆
的
で

あ
る
物
理
的
時
間
―
我
々
が
日
常
に
体
験
で
き
る
時
間
―
の
考
察

よ
り
も
、
自
己
が
如
何
に
し
て
歴
史
的
時
間
に
存
在
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
か
と
い
う
、
自
己
の
存
在
の
在
り
方
を
問
わ
れ
る
時
間

（
「
企

投
的
歴
史
時
」
）
と
、
人
間
特
有
の
精
神
作
用
よ
り
生
ず
る
時
間

（心
に
関
わ
る
時
間
）
―
時
間
を
超
越
し
、
そ
の
支
配
の
及
ば
な

い
実
在
を
認
め
る
意
識
的
時
間
―

（
「
信
仰
的
実
在
時
」
）
と
を

対
象
と
し
て

「
時
」
を
考
察
し
て
い
る
。

時
間
を
実
在
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
末
法
と

い
う
歴
史
的
時
間
の
想
定
は
、
仮
時
で
は
な
く
実
時
と
し
て
捉
え

ら
れ
、　
自
己
の
現
在
す
る
時
を

「
既
入
二
末
法
こ

↑
）
と
、

闘
評

言
訟

・
白
法
隠
没
の
時
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る

↑
）
。

こ
れ
は
聖
人
が
法
華
経
を
如
来
の
未
来
記
と
し
て
信
受
す
る
こ
と

に
よ
り
、

「如
来
滅
後
於
末
法
中
」

？
、
　
「悪
世
末
法
時
能
持

是
経
者
」

↑
、
　
「
我
滅
度
後
後
五
百
歳
中
広
宣
流
布
於
閣
浮
提

無
令
断
絶
」
↑
）
等
の
経
文
を
、　
如
来
が
末
法
を
予
見
し
た
も
の

で
あ
る
と
す
る
思
惟
法
墜
異
付
け
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
時

間
が
実
在
す
る
と
考
え
れ
ば
こ
そ
、
天
台
本
覚
思
想
に
お
い
て
、

対
機
説
法
の
た
め
の
仮
時
と
さ
れ
た

「
五
百
塵
点
劫
」
６
）
の
時

間
性
は
、
釈
尊
内
証
の
実
時
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
久
遠
成
道
の
釈

尊
は
、

「
久
遠
実
成
実
修
実
証
仏
」
■
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
常
に
我
々
に
働
き
掛
け
る
躍
動
的
な
仏
で
あ
る
と
捉
え
ら

れ
る
。
実
に
久
遠
実
成
の
本
仏
と
は
、

「我
本
行
菩
薩
道
」
っ
）

の
本
因

（「
実
修
し

と

「所
成
寿
命
」
含
）
の
本
果

（
「
実
証
」
）

と
を
内
包
す
る
仏
で
、
果
徳
上
の
因
行
と
し
て
の
絶
対
的
自
己
活

動
を
持

っ
て
い
る
仏
に
他
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
自
己
の
内

に
因
果
を
持
ち
な
が
ら
因
果
を
超
え
、
因
果
を
超
え
な
が
ら
因
果

を
持

つ
絶
対
仏
で
あ
る
。
聖
人
は
こ
れ
を

「
本
因
本
果
の
法
門
」

（じ

と
呼
び
、
こ
れ
に
よ
り
九
界
具
仏
界

（内
在
的
証
）
と
仏
界

具
九
界

（超
越
的
信
）
と
が
相
即
し
て
、

「真
の
十
界
互
具
、　
一
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念
三
千
」
が
成
立
す
る
と
さ
れ
る

３
）
。
ま
た
、
こ
の
法
門
に
よ

り

「
彼
脱
此
種
也
。
彼

一
品
二
半
此
但
題
目
五
字
也
。
」

（
『
観

心
本
尊
抄
』
七

一
五
頁
）
と
、
題
目
五
字
に
よ
る

「
下
種
論
」
を

展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「
本
因
本
果
の
法
門
」
は
、
道
元

が
、
仏
法
に
は
修
証
こ
れ

一
等
な
り
。
い
ま
も
証
上
の
修
な
る
ゆ

ゑ
に
、
初
心
の
弁
道
す
な
は
ち
本
証
の
全
体
な
り
。
（中
略
）

す
で
に
修
の
証
な
れ
ば
、
証
に
き
は
な
く
、
証
の
修
な
れ
ば

修
に
は
じ
め
な
し

（３

。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
道
元
の
叡
山
修
学
時
代
に
抱
い
た

「
本
来
本

法
性
、
天
然
自
性
身
、
若
如
レ
此
則
三
世
諸
仏
、
依
レ甚
更
発
心
求
二

菩
提
一耶
」
っ
）
と
い
う
疑
間

へ
の
解
答
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
真
の

仏
法
は
悟
り
を
得
る
た
め
の
修
行
で
は
な
く
、
悟
り
の
中
で
の
修

行
で
あ
る
と
す
る

「
修
証

一
等
」
、

「証
上
の
修
」
の
思
想
と
同

一
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
聖
人
が
天
台
本
覚
思
想

を
超
脱
し
た
よ
う
に
、
道
元
も
超
脱
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

スυ
。聖
人
が
時
間
を
客
観
的
に
実
在
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
た
こ
と

を
前
提
と
し
、
以
下

「
企
投
的
歴
史
時
」
と
、
「信
仰
的
実
存
時
」

に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二

先
づ

「
企
投
的
歴
史
時
」
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
末
法
思
想

超
克
の
理
論
と
し
て
そ
れ
を
考
察
し
た
い
。
そ
れ
は
鎌
倉
新
仏
教

の
ど
の
祖
師
に
も
共
通
し
た
課
題
と
し
て
、
末
法
思
想
の
超
克
と

い
う
問
題
が
あ
り
、
末
法
と
い
う
歴
史
的
現
実
を
ど
う
受
け
止
め

る
か
が
、
各
々
の
祖
師
が
得
た
教
法
の
相
違
に
繋
が
り
、
そ
の
超

克
の
理
論
を
も
異
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
聖
人
の

教
義
が
末
法
を
実
時
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
形

成
さ
れ
、
正
に

「対
末
法
思
想
」
と
し
て
の
教
義
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
た
め
で
あ
る
。

自
二安
楽
行
一勧
持

ｏ
提
婆

・
宝
塔

ｏ
法
師
逆
次
読
レ之
以
二滅

後
衆
生
一為
レ
本
。
在
世
衆
生
傍
也
。
以
二滅
後
一
論
レ
之
正
法

一
千
年

・
像
法

一
千
年
傍
也
。
以
二末
法
一
為
レ
正
。
末
法
中

以
二
日
蓮
一為
レ
正
也
。

（
『法
華
取
要
抄
』
八

一
三
頁
）

と
は
、
聖
人
の

「末
法
為
正
」
と
す
る
「
時
」
の
自
覚
、
及
び
「
日

蓮
為
正
」
と
す
る

「師
」
の
自
覚
を
表
明
し
た
文
で
あ
る
。

聖
人
は

『
教
機
時
国
抄
』
に
お
い
て
、
法
華
経
を
弘
通
す
る
用

心
と
し
て

「
五
義
」
を
提
唱
し
、
そ
の

「
五
義
」
の
一
項
目
と
し

て

「時
」
を
挙
げ
、
そ
れ
に
つ
い
て
「
弘
二仏
教
一人
必
可
レ
知
レ
時
」

（
二
四
二
頁
）
と
述
べ
、
以
下
説
明
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
法
華

経
弘
教
者
は
法
華
経
を
弘
通
す
べ
き
時
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、

「能
能
可
レ勘
二時
刻
こ

（
二
四
三
頁
）
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
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て
い
る
。
こ
れ
は
、
末
法
と
い
う
現
実
の
歴
史
的
時
間
に
被
投
的

に
現
在
す
る
自
己
と
、
客
観
的
に
法
を
弘
め
る
べ
き

「時
」
と
の

関
係
を
考
察
し
、
現
在
す
る
自
己
を
企
投
的
に
歴
史
を
形
成
す
る

主
体
的
自
己
に
転
換
し
、
受
動
的
な

「選
び
与
え
ら
れ
た
時
」
を

能
動
的
な

「時
を
選
ぶ
」
と
い
う

「時
」
に
換
え
、
教
法
流
布
の

歴
史
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
も
の
で
、
「
日
本
国
当
世
」

が

「妙
法
蓮
華
経
広
宣
流
布
時
刻
」
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
が

「是
知
レ時
」
公
一四
四
頁
）
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の

「是
知
レ時
」
と
い
う
こ
と
が
、
聖
人
の
持
た
れ
た
「
時
」
の

自
覚
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
聖
人
の
値
難
弘
教
の

菩
薩
道
の
実
践
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
、

「師
」
の
自
覚
２
異
付
け

を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

聖
人
は
末
法
に
お
い
て
法
華
経
を
弘
通
す
る
者
は
法
難
に
敢
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
法
華
経
の

「如
来
現
在
猶
多
怨
嫉
況
滅

度
後
」
盆
て
　
「
三
類
の
敵
人
」
６
）
、

「数
数
見
横
出
遠
離
於
塔

寺
」
の
）
、

「
一
切
世
間
多
怨
難
信
」
２
）
等
の
予
言
を
、

「勘
二

仏
語
実
否
こ

（３

と
い
う
心
で
法
華
経
弘
通
を
実
践
す
る
こ
と

に
よ
り
、
正
に
そ
の
予
言
が
適
中
し
、
ヨ
一類
敵
人
有
レ
之
。

（中

略
）
顕
レ之
法
華
経
行
者
」
２
）
で
あ
る
と

「師
」
の
自
覚
を
持
た

れ
た
の
で
あ
る

２
）
。

「時
」
の
認
識
が

「師
」
の
自
覚
を
形
成

し
、

「師
」
の
自
覚
が

「時
」
の
自
覚
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

聖
人
は

「師
」
と

「時
」
の
自
覚
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

像
法
中
末

観
音
薬
王
示
二
現
南
岳
天
台
等
一
出
現
以
二
述
門
一

為
レ
面
以
二本
門
一為
レ
裏
百
界
千
如

一
念
三
千
尽
二其
義
一。
但

論
二
理
具
一
事
行
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
並
本
門
本
尊
未
二
広

行
レ
之
。
所
詮
有
二
円
機
盈
Ｔ
円
時
一
故
也
。

（
『
観
心
本
尊

抄
』
七

一
九
頁
）

何
況
今
は
己
に
時
い
た
り
ぬ
。
設
機
な
く
し
て
水
火
を
な
す

と
も
い
か
で
か
弘
通
せ
ざ
ら
む
。

（
『
諫
暁
八
幡
抄
』

一
八

四
四
頁
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
「
機
」
は

「時
」
に
よ
っ
て
押

へ
ら
れ
、
「
時
」

は

「機
」
よ
り
重
視
さ
れ
、

「今
既
時
来
」

２
）
た
れ
ば
こ
そ
機

根
を
無
視
し
て
で
も
、
「
是
好
良
薬
今
留
在
此
」
２
）
と
示
さ
れ
た

法
華
経
を
用
い
ね
ば
な
ら
ぬ
と
さ
れ
て
い
る
。

更
に
聖
人
は

「
師
」
の
自
覚
を
契
機
に
、
釈
尊
入
滅
よ
り
こ
れ

ま
で
の
正

・
像
法
時
代
の
二
千
年
間
に
生
起
し
た
仏
教
史
上
の
出

来
事
を
、
す
べ
て
聖
人
に
よ
り
弘
め
ら
れ
る
題
目
の
流
布
す
べ
き

前
相
で
あ
る
と
捉
え
、
歴
史
に
意
味
を
与
え
独
自
の
仏
教
史
観
を

形
成
し
て
い
る

分
）
。

前
述
し
た

「末
法
為
正
」

・
「
日
蓮
為
正
」
は
以
上
の
こ
と
を

内
包
し
て
い
る
言
葉
で
あ
り
、

「
末
法
為
正
」
に
よ
り
末
法
思
想

を
克
服
し
、

「
日
蓮
為
正
」
に
よ

っ
て
そ
れ
を
超
越
し
た
の
で
あ
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ス
リ
。ま

た
、

「
末
法
為
正
」
の

「
正
」
を

「
正
法
」
と
解
す
る
と
、

末
法
と
い
う
自
己
の
現
在
す
る
歴
史
的
時
間
は
、
正
法
と
い
う
過

去
の
歴
史
的
時
間
と
同
時
的
で
あ
り
、
同
質
的
で
あ
る
と
い
う
意

味
に
理
解
で
き
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
物
理
的
時
間
の
不
可
逆
性

を
否
定
す
る
、
時
間
倒
錯
の
思
惟
法
で
あ
る

分
）
。
こ
れ
と
同
義

の
文
を
掲
げ
る
と
、

不
レ
信
二
法
華
経
一人
前
釈
迦
牟
尼
仏
取
二
入
滅
一信
二
此
経
一
者

前
雖
レ
為
二
滅
後
一仏
在
世
也

翁
）
。

在
世
本
門
末
法
之
初

一
同
純
円
也

の
）
。

在
世
は
今
に
あ
り
、
今
は
在
世
な
り

ａ
）
。

正
像
二
千
年
の
弘
通
は
末
法

一
時
に
劣
る
か

っ
）
。

等
の
文
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
聖
人
が
寿
量
品
の

「
我
常
在
此
娑
婆
世
界
」

（
『
法
華
経
』
∧
岩
波
文
庫
∨
下

一
六

頁
）

・

「
我
此
土
安
穏
天
人
常
充
満
」

（同
上
三
二
頁
）
の
釈
尊

の
常
住
性
を
示
す
時
間
否
定
の
文
を
依
拠
と
し
、
法
華
経
を
仏
語

と
す
る
前
提
よ
り

「
在
世
」

。
「
入
滅
」

ｏ
「
正
像
二
十
年
」
の

過
去
の
歴
史
的
時
間
を
ヽ

「滅
後
」

。
「
末
法
之
初
」

。
「今
」

の
現
在
の
歴
史
的
時
間
に
還
元
し
よ
う
と
思
惟
し
、
そ
れ
を
歴
史

的
同
時
性

ｏ
同
質
性
に
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

自
己
の
歴
史
的
時
間
に
即
し
つ
つ
時
間
と
空
間
と
の
断
絶
を
超
え

る
釈
尊
と
の
同
時
性

ｏ
同
質
性
を
見
出
そ
う
と
し
て
、
末
法
の
歴

史
性
を
質
的
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
値
難
弘
教
の
時
々
刻

々
に
捉
え
ら
れ
た
聖
人
の
宗
教
的
実
存
の
場
に
お
け
る
、
信
仰
体

験
の
世
界
が
そ
こ
に
あ
る
。

こ
の

「
企
投
的
歴
史
時
」
は

『
報
恩
抄
』
の
、

日
蓮
が
慈
悲
広
大
な
ら
ば
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
万
年
の
ほ
か

未
来
ま
で
も
な
が
る
べ
し
。
　
２

一
一四
八
頁
）

と
い
う
文
に
帰
結
さ
れ
る
。
即
ち
、
目
的
と
し
て
表
象
さ
れ
た
未

来
は
、
聖
人
の
菩
薩
道
の
実
践
と
い
う
現
在
の
行
為
に
よ
っ
て
事

実
的
結
果
と
し
て
産
出
さ
れ
、
聖
人
の
実
践
的
時
間
が
こ
こ
に
集

約
さ
れ
る
。
道
元
の
言
葉
を
借
り
て
言
え
ば

含
）
、
法
華
に
転
ぜ

ら
れ
る
自
己
を
法
華
を
転
ず
る
自
己
に
転
換
し
、
法
華
を
転
ず
る

自
己
か
ら
、法
華
の
法
華
を
転
ず
る
自
己
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
道
元
の
末
法
思
想
超
克
の
理
論
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ

う
。
道
元
は
末
法
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

仏
法
に
正
像
末
を
立
事
、
し
ば
ら
く

一
途
の
方
便
也
。
真
実

の
教
道
は
、
し
か
あ
ら
ず
ｏ
依
行
せ
ん
、皆
、う
べ
き
也

翁
）
。

教
家
の
名
相
を
こ
と
と
せ
る
に
、
な
ほ
大
乗
実
教
に
は
、
正
像

末
を
わ
く
こ
と
な
し
。
修
す
れ
ば
み
な
得
道
す
と
い
ふ

翁
）
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
よ
り
推
さ
れ
る
こ
と
は
、
道
元
は
末
法

と
い
う
こ
と
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
全
く
否
定
し
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て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

「依
行

せ
ん
、
皆
、
得
道
す
」
と
、
強
く
坐
禅
を
勧
奨
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、

今
値
二
末
法
一。
当
二
洗
運
一。

（中
略
）
辺
地
之
境
。
末
法
之

今
。
論
二
人
根
一正
像
法
時
与
二
今
時
一。
天
地
懸
殊
。

論
二
果

報
一。
中
印
度
人
与
二
我
国
一。
金
沙
難
レ
比

盆
）
。

と
い
う
文
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
元
も
自
己
の
置
か
れ
て

い
る
現
在
が
末
法
で
あ
り
、
人

々
の
機
根
が
劣
機
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
即
ち
、
道
元
も
他
の
祖
師

と
同
様
に
末
法
と
い
う
現
実
を
意
識
し
、
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
課

題
の

一
つ
と
し
て
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
前
述
し
た
文
は
そ

の
超
克
の
理
論
な
の
で
あ
る
。
即
ち
、
道
元
は
被
投
的
に
置
か
れ

た
末
法
と
い
う
現
実
に
対
し
て
、
そ
れ
と
積
極
的
に
対
決
せ
ず
、

逃
避
的
な
態
度
を
取
る
他
力
仏
教
を
否
定
し
て

，
）
、

「
修
証

一

等
」
、

「証
上
の
修
」
と
し
て
非
思
量
を
用
い
て
坐
す
る

「
只
管

打
坐
」
を
提
唱
し
、
自
受
用
三
味

翁
）
に
遊
化
す
る
こ
と
を
勧
め

た
の
で
あ
る
。

末
法
と
い
う
現
実
に
背
を
向
け
ず
、
正
面
か
ら
末
法
に
取
組
み

積
極
的
な
方
法
に
よ

っ
て
そ
れ
を
克
服
し
、
超
越
し
た
点
に
、
聖

人
と
の
類
似
点
を
見
出
し
得
る
。
但
し
、
道
元
の
そ
れ
に
対
す
る

態
度
は
、
内
面
に
沈
ん
だ

「
静
」
の
超
克
態
度
で
あ
り
、

「
理
」

の
超
克
理
論
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
聖
人
の
態
度
は
、
自
己
の
内

に

一
端
末
法
と
い
う
歴
史
的
時
間
を
包
な
込
み
、
自
己
の
信
念
の

ま
ま
に
値
難
弘
教
の
実
践
を
通
し
て
、
末
法
と
い
う
色
を
塗
り
替

え
て
そ
れ
を
超
克
し
た
と
い
う
こ
と
よ
り
、
実
践
的
な

「動
」
の

超
克
態
度
で
あ
り
、

「事
」
の
超
克
理
論
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

三

次
に

「信
仰
的
実
存
時
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
こ
の
時
間

は

「
企
投
的
歴
史
時
」
の
実
践
的
時
間
の
時
々
刻
々
に
永
遠
な
る

も
の
を
求
め
、
そ
れ
に
よ

っ
て
生
ず
る
信
仰
と
体
験
と
を
媒
介
と

す
る
こ
と
に
よ
り
把
握
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
時
間

の
把
握
が
更
に

「
企
投
的
歴
史
時
」
と
し
て
、
実
践
さ
れ
展
開
さ

れ
る
と
い
う
二
面
性
を
持

つ
時
間
で
あ
る
。
聖
人
は
妙
法
受
持
を

媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
五
百
塵
点
劫
の
久
遠
よ
り
釈
尊
の
愛

子

Э
）
と
し
て
不
二

一
体
の
関
係
に
あ
る
と
把
握
し
、
自
己
の
生

命
が
本
質
的
価
値
に
お
い
て
永
遠
な
る
こ
と
を
信
仰
体
験
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
信
仰
体
験
の
世
界
を
著
わ
し
た
の
が

『
観
心
本

尊
抄
』
で
あ
り
、
特
に
、
　
　
　
　
　
　
　
・

今
本
時
娑
婆
世
界
離
≡

一災
一出
二四
劫
一常
住
浄
土
。
仏
既
過

去
不
レ
滅
未
来
不
レ
生
。
所
化
以
同
体
。
此
即
己
心
三
千
具
足

三
種
世
間
也
。

（七

一
二
頁
）
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の

「
四
十
五
字
法
体
段
」
に
、
聖
人
の
信
仰
体
験
に
よ
る
釈
尊
と

の
不
二

一
体
性
の
把
握
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

「四
十
五

字
法
体
段
」
の

「今
本
時
」
の
語
に
、
聖
人
の
「
信
仰
的
実
存
時
」

が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「今
」
と
い
う
語
は
、
我
々
が
現
在
し
て
い
る
時
々
刻
々
の
瞬

間
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
捉
え
よ
う
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
ぬ

も
の
で
、
捉
え
ら
れ
ぬ
も
の
と
し
て
体
験
し
て
い
る
、
微
少
的
時

間
を
表
わ
す
語
で
あ
る
。
ま
た
、

「今
」
と
は
時
間
的
概
念
だ
け

で
な
く
、
時
間
に
対
す
る
此
処
と
し
て
の
空
間
的
概
念
を
も
持
つ

も
の
で
あ
る
。
更
に

「今
」
と
い
う
語
は
、
永
遠
に
消
滅
せ
ず
、

永
遠
の
過
去
と
永
遠
の
未
来
と
を
内
包
し
、

「今
」
か
ら

「今
」

へ
と
連
続
す
る

「永
遠
の
今
」
を
も
意
味
す
る
。
但
し
、
こ
こ
に

言
う

「今
本
時
」
と
示
さ
れ
た
時
の

「今
」
と
は
、
次
上
の

「夫

始
自
二寂
滅
道
場
華
蔵
世
界
一終
二
千
沙
羅
林
一
乃
至
能
変
教
主
入
二

涅
槃
一所
変
諸
仏
随
滅
尽
。
土
叉
以
如
レ是
。
」

（七

一
二
頁
）
と

述
べ
ら
れ
る
商
前

ｏ
述
門
の
仏
土
観
を
、

「今
本
時
」
と
発
し
て

否
定
し
、
本
門
に
お
け
る
釈
尊
の
身
土
常
住
の
開
顕
に
至
る
と
い

う
文
意
か
ら
、
こ
こ
に
い
う

「今
」
と
は

「開
述
顕
本
」
の
時
を

指
す
語
で
あ
り
、
聖
人
の
信
仰
体
験
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
、
釈

尊
と
の
同
時
性
を
時
間
的
空
間
的
に
内
包
す
る
と
い
う
意
味
で
の

「永
遠
の
今
」
を
指
す
語
で
あ
る
。

次
に

「
本
時
」
と
は
、
天
台
大
師
が

『
法
華
玄
義
』
に
お
い
て

頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が

ａ
Ｉ

客
観
的
に
捉
え
る
と
、
釈
尊

久
遠
成
道
の
時
、
述
時
に
対
す
る
語
、
無
始
無
終
で
あ
る
永
遠
を

示
す
語
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
い
う

「
本
時
」
と
は
、
妙
蓮

寺
日
忠
師
が

『
本
尊
抄
見
聞
』
ａ
）
に
お
い
て
、

本
時
時
者
感
応
道
交
義
也
。

と
釈
し
、
滅
後
に
約
し
て
は
、

正
像
二
千
年
過
テ
蓮
師
大
士
本
門
三
大
秘
法
弘
玉
フ
、
是
ヲ

本
門
直
機
ガ
受

ル
処
ノ
時
。

と
釈
し
て
い
る
よ
う
に
、
末
法
に
お
け
る
三
大
秘
法
の
受
持
す
る

処
に
顕
わ
さ
れ
る
、
本
感
応
妙
と
し
て
の
同
時
性
を
示
す
語
で
あ

る
。
即
ち
、

「
本
時
」
と
は
聖
人
の
超
越
的
信
が
媒
介
と
な

っ
て

釈
尊
と
の
不
二

一
体
性
の
把
握
を
可
能
な
ら
し
め
る
世
界
で
、
内

在
的
証
と
し
て
表
現
さ
れ
た
聖
人
の
信
仰
的
世
界
の

「時
」
で
あ

る
。
し
か
し
、

「
本
時
」
の
語
を

「今
本
時

・
娑
婆
世
界
」
と
読

ま
ず
、

「今

。
本
時
娑
婆
世
界
」
と
読
む
と
す
れ
ば
、
永
遠
の
此

処
と
し
て
の
空
間
的
概
念
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即

ち
、

「
四
十
五
字
法
体
段
」
に
い
う

「今
本
時
」
と
は
、
聖
人
の

極
め
て
主
体
的
な
信
仰
体
験
の
場
で
捉
え
ら
れ
た
、
絶
対
自
己
現

成
の
世
界
を
表
現
さ
れ
た
語
で
、

「
開
述
顕
本
」
に
よ

っ
て
能
化

所
化
の
感
応
道
交
せ
る
釈
尊
と
の
不
二

一
体
性
の

「時
」
と

「
処
」
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と
を
示
す
語
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
本
因

（「
所
化
以
同
体
し

本
果

（
「仏
既
過
去
不
レ
滅
未
来
不
レ
生
」
）
本
国
土

（
「
今
本
時

娑
婆
世
界
離
塾
一災
一出
二
四
劫
一常
住
浄
土
」
）
の
三
妙
が
、

「今

本
時
」
の

「時
」
と

「
処
」
に
お
い
て
集
約
さ
れ

一
体
と
な
る
世

界
、
ま
た
三
大
秘
法
が
題
目
受
持
の

一
念
に
統
合
さ
れ
る
観
心
の

世
界
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
観
心
の
世
界
の
前
提
と
な
る

の
が
、釈
尊
因
行
果
徳
二
法
妙
法
蓮
華
経
五
字
具
足
。

我
等
受
二
持

此
五
字
一自
然
譲
二与
彼
因
果
功
徳
一。
（
『
観
心
本
尊
抄
』
七

一
一
頁
）

の

「受
持
譲
与
段
」
で
あ
る
。
こ
の
妙
法
五
字
の
受
持
を
無
視
し

て
は
、
決
し
て
聖
人
の
捉
え
た

「今
本
時
」
の
世
界
は
理
解
で
き

ず
、
九
界
具
仏
界

・
仏
界
具
九
界
の
真
の
十
界
互
具
、
事
の

一
念

三
千
も
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
聖
人
に
お
け
る

「時
」
を
、

「
企
投
的
歴
史
時
」
と

「
信

仰
的
実
存
時
」
と
の
二
点
に
お
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
次
に
道

元
の
時
間
論
に
つ
い
て
少
し
く
述
べ
、
聖
人
と
の
比
較
を
試
み
よ

四

挙
描
す
る
使
得
十
二
時
あ
り
、

地
却
す
る
被
使

十
二
時
あ

ｈソ

（２
）
ｏ

こ
の
文
は
道
元
が
、
歴
史
的
時
間
に
対
し
て
能
動
的
で
あ
る
態

度
と
、受
動
的
で
あ
る
態
度
の
二
種
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
、

道
元
は

「
大
悟
は
仏
祖
よ
り
向
上
に
跳
出
す
る
面
目
な
り
」
翁
）

と
述
べ
、
求
道
的
に
現
在
を
超
脱
し
て
、
向
上
的
に
生
き
る
必
要

を
説
い
て
い
る
。
こ
の
考
え
の
基
盤
と
な
る
の
が
、

『有
時
』
に

お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
時
間
論
で
あ
る
。
道
元
は
冒
頭
に

い
は
ゆ
る
有
は
、
時
す
で
に
こ
れ
有
な
り
、
有
は
み
な
時
な

ｈ
ソ

（４４
）
ｏ

と
、
す
べ
て
の
存
在
は
時
間
の
中
に
在
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
存

在
が
あ
る
の
で
あ
り
、
時
間
も
存
在
を
離
れ
て
あ
る
の
で
は
な
く

「存
在
即
時
間
、
時
間
即
存
在
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

十
二
時
の
長
遠
短
促
、
い
ま
だ
度
量
せ
ず
と
い
ゑ
ど
も
、
こ

れ
を
十
二
時
と
い
ふ

翁
）
。

と
、
凡
夫
は
時
間
に
つ
い
て
知

っ
て
い
る
と
思

っ
て
「
疑
着
せ
ず
」

に
い
る
が
、
そ
れ
は
凡
夫
の
誤
り
で

「
疑
着
せ
ざ
れ
ど
も
し
れ
る

に
あ
ら
ず
」
と
批
判
し
、
時
間
に
つ
い
て
の
考
察
を
展
開
し
て
い

く
。
こ
の
態
度
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が

「誰
も
わ
た
し
に
質

問
し
な
け
れ
ば
、
わ
た
し
は
知

っ
て
い
る
。
質
問
し
た
ひ
と
に
説

明
し
よ
う
と
す
る
と
、
わ
た
し
は
知

っ
て
い
な
い
。」
と
告
白
し
、

「
で
は
時
間
ど
は
何
か
。
」
と
思
索
し
て
い
く
態
度
と
同

一
の
も
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の
で
あ
る

３
）
。
続
け
て
道
元
は
、

正
当
忠
頻
時
の
み
な
る
が
ゆ

へ
に
、
有
時
み
な
尽
時
な
り
、

有
草
有
衆
と
も
に
時
な
り
。
時

々
の
時
に
尽
有
尽
界
あ
る
な

パ
ソ

（４７
）
ｏ

と
、
冒
頭
の

「存
在
即
時
間
、
時
間
即
存
在
」
の
義
を
説
明
し
て

い
る
。
即
ち
現
在
す
る
自
己
を
中
心
と
し
た
場
合
、
存
在
と
時
間

と
自
己
と
は
相
即
的
関
係
に
あ
る
。
存
在
は
時
間
の
中
で
の
存
在

で
あ
り
、
時
間
は
存
在
に
即
し
て
捉
え
ら
れ
、
存
在
と
時
間
は
自

己
の
意
識
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
道
元
が
時

間
を
自
己
が
現
在
す
る
処
を
中
心
と
し
て
捉
え
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
、
真

の
現
在
は
全
機
現

ａ
）
す
る
た
だ
今
の
此
処
に
現
成
し
、

時
間
は
い
つ
も

即
今
の
今
と
し
て
あ
る
と
さ
れ
る
。

即
ち

『
大

悟
』
に
お
い
て
、

令
我
念
過
去
未
来
現
在
い
く
千
万
な
り
と
も
、
今
時
な
り
、

而
今
な
り
。
人
々
の
分
上
は
か
な
ら
ず
今
時
也

６
）
。

と
述
べ
る
の
は
そ
の
義
で
あ
ろ
う
。
こ
の

「有
時
の
而
今
」
に
よ

り
一
時
間
は
去
来
即
無
去
来

（連
続
即
不
連
続
）
、
無
去
来
即
去

来

（
不
連
続
即
連
続
）
の
性
格
を
も

つ
の
で
あ
る
。

道
元
は
、凡
夫
は
時
間
の
去
来
の
相
の
み
を
捉
え
て
、無
去
来
の

相
を
捉
え
て
い
な
い
と
批
判
し
、
「
つ
ら
な
り
な
が
ら
時
時
」
６
）

で
あ
る
の
が
時
間
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
述
べ
、

有
時
に
経
歴
の
功
徳
あ
り
、
い
は
ゆ
る
今
日
よ
り
明
日
へ
経

歴
す
、
今
日
よ
り
昨
日
に
経
歴
す
、
昨
日
よ
り
今
日
ゑ
経
歴

す
。
今
日
よ
り
今
日
に
経
歴
す
、
明
日
よ
り
明
日
に
経
歴
す
。

経
歴
は
そ
れ
時
の
功
徳
な
る
が
ゆ

へ
に

ａ
）
。

と
説
明
す
る
。
即
ち
去
来
と
い
う
時
間
の
連
続
性
は
経
歴
の
功
徳

（働
き
）
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
決
し
て
現
在
の
瞬
間
を
出
ず
、

現
在
よ
り
現
在

へ
と
経
歴
す
る
も
の
で
、
今
日
た
だ
今
の
時
が
独

立
無
伴
に
し
て
絶
対
な
の
で
あ
る
。
実
に
時
間
は

「
さ
き
あ
り
の

ち
あ
り
。
前
後
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
前
後
際
断
」
の
）
し
て
お
り
、

去
来

（連
続
）
に
し
て
無
去
来

（
不
連
続
）
で
あ
り
、
無
去
来

（
不

連
続
）
に
し
て
去
来

（連
続
）
な
の
で
あ
る
。
こ
の
経
歴
の
功
徳

に
よ

っ
て

「
有
時
の
而
今
」
は

「
水
遠
の
今
」
と
言
え
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
我
々
に
と
り
具
体
的
な
現
在
が
、
我
々
の
実
践
を
離

れ
て
存
在
し
な
い
よ
う
に
、

「
有
時
の
而
今
」
の
意
義
は
行
持
に

よ

っ
て
実
現
さ
れ
る
。
即
ち
道
元
は
、

『
行
持
』
に
お
い
て
、

仏
祖
の
大
道
、
か
な
ら
ず
無
上
の
行
持
あ
り
。
道
環
し
て
断

絶
せ
ず
。

（中
略
）
行
持
を
現
成
す
る
行
持
は
、
す
な
は
ち

こ
れ
わ
れ
ら
が
い
ま
の
行
持
な
り

ｎ
）
。

と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

「
而
今
」
と
は
行
持
現
成
す
る
時
を

い
う
の
で
あ
り
、
行
持
よ
り
先
に

「
而
今
」
は
な
い
の
で
あ
り
、

「
而
今
を
自
惜
し
て
、
我
身
を
古
仏
心
な
ら
し
め
ざ
る
こ
と
な
か
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れ
」
ａ
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、　
行
持
現
成
す
る

「
而
今
」
を
除
い

て
は
、
現
在
す
る
自
己
自
身
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

に
道
元
の
宗
教
の
真
価
値
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

「有
時
の
而
今
」
に
よ

っ
て
展
開
さ
れ
る
時

間
論
は
、
道
元
の
仏
法
を
形
成
す
る
基
礎
的
考
究
な
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
道
元
の
実
践
的
時
間
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

五

聖
人
に
お
け
る

「時
」
の
問
題
は
、
道
元
の
よ
う
に
時
間
の
根

源
性
を
考
究
し
、
そ
れ
を
基
に
し
て
自
己
の
仏
法
を
展
開
す
る
と

い
う
態
度
で
は
な
く
、
自
己
の
法
華
経
受
用
態
度
及
び
宗
教
的
性

格
よ
り
、
時
間
の
根
源
性
の
追
究
と
い
う
哲
学
的
考
察
を
避
け
、

そ
の
理
解
は

一
般
的
域
に
止
ま

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
自
己
の
宗

教
的
実
存
性
を
歴
史
的
時
間
の
中
に
求
め
、
歴
史
的
時
間
を
超
え

る
釈
尊
と
の
不
二

一
体
性
を
信
仰
体
験
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
自
己

を
企
投
的
存
在
者
と
し
て
位
置
づ
け
、
主
体
的
に
自
己
の
歴
史
を

形
成
す
る
と
い
う
態
度
、
即
ち
、
時
間
的
制
約
を
超
越
し
た
釈
尊

の
内
証
的
絶
対
時
を
主
体
的
に
自
己
の
も
の
と
し
、
そ
れ
を
展
開

す
る
と
い
う
態
度
に
よ
る
た
め
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
道
元
の

時
間
に
対
す
る
態
度
は
、
只
管
打
坐
の
実
践

へ
の
前
提
と
し
て
そ

の
考
究
が
あ
り
、
そ
の
思
索
の
展
開
と
し
て
実
践
が
要
請
さ
れ
る

と
い
う
、
よ
り
思
索
的
時
間
な
の
で
あ
り
、
聖
人
の

「時
」
に
対

す
る
態
度
は
、
如
来
の
未
来
記
を
証
明
す
る
菩
薩
道
の
実
践
の
中

に
そ
の
思
索
が
あ
り
、
実
践
の
産
物
と
し
て
の
思
索
で
あ

っ
た
と

い
う
、
よ
り
実
践
的
実
存
的
時
間
な
の
で
あ
る
。
補
足
す
れ
ば
、

道
元
に
は
よ
り
先
な
る
も
の
と
し
て
思
索
が
あ
り
、
聖
人
に
は
よ

り
先
な
る
も
の
と
し
て
実
践
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
道
元
の

時
間
に
対
す
る
姿
勢
は
、

「
証
上
の
修
」
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
中

に
自
己
の
悟
り

へ
の
手
段
と
し
て
の
考
究
が
あ
る
と
推
さ
れ
る
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
聖
人
は
道
元
よ
り
も
実
践
的
時
間
を
持

っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
相
違
は
、
直
接
両
者
の
宗
教
的
性
格

・
仏
教
受

容
態
度
の
相
違
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。
道
元
は

「
経
巻
は
こ
れ
如

来
舎
利
な
り
、　
如
来
全
身
な
り
」
翁
）
と
し
っ
つ
も
、

経
文
を
単

な
る
知
識
の
対
象
、
文
字
と
捉
え
、
釈
尊
の
悟
り
の
内
容

・
方
法

の
説
明
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
点
が
あ
り

翁
Ｘ

聖
人
の
経
文
を

仏
語
と
し
て
信
受
し
、
文
字
と
釈
尊
と
は
同
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
終
始

一
貫
し
て
主
張
す
る
態
度
と
は
明
ら
か
に
相
違
し
て
い

アリ
。ま

た
、
道
元
は
法
華
経
を
諸
経
の

「
大
王
」

・
「
大
師
」
０
）

と
認
め
て
は
い
る
が
、
そ
の
法
華
経
観
は
方
便
品
の

「
是
法
住
法

位
世
間
相
常
住
」

（前
掲
書
①

一
二
頁
）
の
語
や
、
諸
法
実
相
の
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義
を
頻
繁
に
用
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
悟
道
仏
教
と
し
て
の
性
格

よ
り
考
え
る
と
、
明
ら
か
に
述
面
本
裏
の
立
場
に
立
脚
し
た
も
の

で
、
こ
の
点
は
聖
人
の
本
面
述
裏
の
立
場
と
全
く
逆
の
も
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
道
元
の
仏
法
は
絶
対
自
己
肯
定
的
な
も
の
で

あ
り

（述
門
的
立
場
）
、
聖
人
の
そ
れ
は
自
己
肯
定
し
つ
つ
も
、

そ
の
前
提
と
し
て
釈
尊

へ
の
超
越
的
信
と
い
う
自
己
否
定
を
要
請

す
る

（本
門
的
立
場
）

一
面
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、
道
元
の
立
場
か
ら
は
、
衆
生
救
済
の
面
が

稀
薄
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、
社
会
的
実
践
性
に
欠
け
る
と
い
う

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
道
元
の

「
修
証

一
等
」

・
「
証
上

の
修
」
と
し
て
の
只
管
打
坐
が
、
個
人
に
対
し
て
し
か
働
き
得
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
聖
人
の
立

場
は
、
衆
生
救
済
を
中
心
課
題
と
し
た
、
極
め
て
社
会
的
実
践
性

に
富
む
も
の
で
、
聖
人
の
菩
薩
道
と
し
て
の
実
践
が
社
会
的
集
団

に
対
し
て
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
相
違
が
、

「
時
間
」
に
対
し
て
の
把
握
と
そ
の
展
開

の
相
違
を
生
ぜ
し
め
た
要
因
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

※
　
本
論
文
は
、
聖
人
と
道
元
と
の
比
較
思
想
の
初
歩
的
段
階

の

一
試
論
で
あ
る
。
諸
先
生
諸
兄
の
御
批
判
を
賜
わ
り
た

い
。

※
　
日
蓮
聖
人
遺
文
の
頁
は

『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
に

よ

る

。

註
（
１
）
　

『
教
機
時
国
抄
』
二
四
二
、
二
四
三
頁
、
『
開
目
抄
』
六
〇
九
頁
、

『
日
妙
聖
人
御
書
』
六
四
五
頁
、

『撰
時
抄
』

一
〇
〇
三
、　
一
〇
〇
五

頁
、

『
上
野
殿
御
返
事
』

一
七
二

一
頁
等
に
、

「
時
」
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

（
２
）

北
川
前
肇
氏

「
日
蓮
聖
人
に
於
け
る

『本
時
』
の
一
考
案
」

（立

正
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会

『仏
教
学
論
集
』
第
八
号
所
収
）
参
照
。

ま
た
、日
蓮
聖
人
に
お
け
る

「
時
」
の
理
解
は
、茂
田
井
教
亨
教
授

「
日

蓮
聖
人
に
於
け
る

『時
』
の
自
党
」

（
『観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』
所

収
）
を
参
考
に
し
た
。

（
３
）

道
元
の
時
間
論
の
理
解
は
、玉
城
康
四
郎
博
士

「
仏
教
の
時
間
論
」

（
『
理
想
』
第
四
六
〇
号
所
収
）
を
参
考
に
し
た
。

（
４
）

例
え
ば
、

『撰
時
抄
』
の
「
彼
の
時
鳥
は
春
を
を
く
り
、
鶏
鳥
は

暁
を
ま
つ
」

（
一
〇
〇
三
頁
）
、

『報
恩
抄
』
の
「
春
は
花
さ
き
、
秋

は
菓
な
る
、
夏
は
あ
た
た
か
に
、
冬
は
つ
め
た
し
。
時
の
し
か
ら
し
む

る
に
有
ず
や
」

（
一
二
四
九
頁
）
の
文
は
、
明
ら
か
に
時
間
を
実
在
す

る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

（
５
）
　
『守
護
国
家
論
』

一
〇
〇
頁
。

（
６
）
　
『
撰
時
抄
』

一
〇

一
六
百
。

-90-



（
７
）
　
『法
華
経
』
∧
岩
波
文
庫
∨
〇

「
安
楽
行
品
」
二
五
六
頁
。

（以

下
∧
岩
波
文
庫
∨
を
略
す
）

（
８
）

同
右
⑤

「
分
別
功
徳
品
」
六
六
頁
。

（
９
）

同
右
⑤

「
薬
王
菩
薩
本
事
品
」
二
〇
六
頁
。

（
１０
）
　
『天
台
本
覚
論
』
∧
日
本
思
想
大
系
∨
所
収

『
三
十
四
箇
事
書
』

（伝
源
信
）

一
六
三
頁
に
「
仏
も
本
門
寿
量
に
久
遠
成
道
と
説
く
も
、

皆
仮
の
施
設
な
り
。

（中
略
）
も
し
多
機
不
同
な
る
が
た
め
に
、
彼
に

相
応
し
て
は
、
五
百
と
も
六
百
と
も
乃
至
百
千
万
と
も
説
く
べ
し
。
」

と
述
べ
、

「
五
百
塵
点
劫
」
の
時
間
性
は
方
便
的
仮
説
で
あ
る
と
見
倣

し
て
い
る
。

（
Ｈ
）
　
『
一
代
五
時
図
』
二
三
四
二
頁
。

（・２
）
　
『法
華
経
』
⑤

「
寿
量
品
」
二
〇
頁
。

（・３
）

同
右
。

（
・４
）
　
『開
目
抄
』
五
五
二
頁
。

（・５
）

同
右
。

（
・６
）
　
『道
元
』
①
∧
日
本
思
想
大
系
∨

『弁
道
話
』
二
〇
頁
。
他
に
も

同
上
一
五
頁
、
同
上

『海
印
三
昧
』

一
四

一
頁
、
同
上

『古
鏡
』
二
三

八
頁
、
大
久
保
道
舟
編

『道
元
禅
師
全
師
』
下
巻

『永
平
初
祖
学
道
用

心
集
』
二
六
〇
頁
等
に
同
義
の
文
が
あ
る
。
（以
下
∧
日
本
思
想
大
系
）

∨
を
略
す
）

（
・７
）

大
久
保
道
舟

『道
元
禅
師
伝
の
研
究
』
八
〇
頁
参
照
。

（
・８
）
　
『法
華
経
』
○

「
法
師
品
」

一
五
二
頁
。

（
・９
）

同
右

「
勧
持
品
」
二
三
六
頁
。

（
２０
）

同
右
二
四
〇
頁
。

（
２．
）

同
右

「
安
楽
行
品
」
二
七
二
頁
。

（
２２
）
　
『教
機
時
国
抄
』
二
四
五
頁
。

（
２３
）

同
右
。

（
２４
）

「
師
」
の
自
覚
に
つ
い
て
は
、

『開
目
抄
』
五
五
九
、
五
六
〇
、

五
八
一
、
五
九
二
、
五
九
七
、
五
九
八
―
五
六
三
頁
に
お
い
て
、
自
間

自
答
し
つ
つ
よ
り
強
い
自
党
を
表
明
し
て
い
る
。

（２５
）
　
『法
華
行
者
値
難
事
』
七
九
九
頁
。

（
２６
）
　
『法
華
経
』
⑤

「
寿
量
品
」
二
六
頁
。

（
２７
）
　
『観
心
本
尊
抄
』
七
二
〇
頁
、
『顕
仏
未
来
記
』
七
四
二
頁
、
『種

種
御
振
舞
御
書
』
九
六
二
頁
、

『智
慧
亡
国
書
』

一
一
三
一
頁
参
照
。

（２８
）

町
田
是
正
氏

「
末
法
思
想
に
関
す
る
試
論
」

（
『鎌
倉
仏
教
形
成

の
問
題
点
』
所
収
）
参
照
。

（２９
）
　
『守
護
国
家
論
』

一
二
三
百
。

（３０
）
　
『観
心
本
尊
抄
』
七
一
五
頁
。

（３．
）
　
『種
種
御
振
舞
御
書
』
九
七

一
頁
。

（３２
）
　
『報
恩
抄
』

一
二
四
九
頁
。

（３３
）
　
『道
元
』
①

『看
経
』
三
四
四
頁
に
「
『
心
迷
』
は

『法
華
に
転

ぜ
ら
れ
』
、

『
心
悟
』
は

『法
華
を
転
ず
』
。
さ
ら
に
迷
悟
を
跳
出
す

る
と
き
は
、
法
華
の
法
華
を
転
ず
る
な
り
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

（３４
）
　
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
∧
講
談
社
文
庫
∨
二
四
六
頁
。

（
３５
）
　
『道
元
』
①

『弁
道
話
』
二
六
頁
。

（３６
）

前
掲
書

『道
元
禅
師
全
集
』
下
巻

『永
平
広
録
第
五
』
九
四
頁
。
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（
３７
）

田
村
芳
朗
博
士

『鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』

一
八

一
頁
、　
一
八

八
頁
参
照
。

（
３８
）
　

『道
元
』
①

『
弁
道
話
』

一
一
頁
参
照
”

（
３９
）
　

『法
華
取
要
抄
』
八

一
二
頁
。

（
４０
）
　

『註
解
合
編
天
台
大
師
全
集
』
第
四
巻
三
六
四
、
三
六
七
、
三
七

〇
、
三
七
七
、
三
七
九
、
三
八
四
、
三
九
六
、
四
二
五
、
四
三
〇
、
四

三
四
、
四
四
〇
、
四
四
四
頁
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
４．
）
　

『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
九
巻

一
〇
九
頁
参
照
。

（
４２
）
　

『道
元
』
①

『大
悟
』

一
一
八
頁
。

（
４３
）

同
右
。

（
４４
）

同
右

『有
時
』
二
五
六
頁
。
ま
た

『
空
華
』

一
四
九
頁
、　
一
五
三

頁
に
同
義
の
文
が
あ
る
。

（
４５
）

同
右
。

（
４６
）

バ
ー
ト
ラ
ン
ド

・
ラ
ッ
セ
ル

『
西
洋
哲
学
史
』

（市
井
二
郎
訳
）

三
四
九
頁
参
照
。

（
４７
）
　

『道
元
』
①

『有
時
』
二
五
七
頁
。

（
４８
）
　

『法
華
経
』

「
方
便
品
」
の

「
是
法
住
法
位
世
間
相
常
住
」

（
一

二
〇
頁
）
を
根
拠
ｔ
し
、
全
機
関
の
全
現
成
、
即
ち
絶
対
自
己
活
動
が

現
成
す
る
こ
と
を
指
す
。

『道
元
』
①

『
現
成
公
案
』
三
六
頁
、

『全

機
』
二
七
五
、
二
七
七
頁
参
照
。

（
４９
）
　

『道
元
』
①

一
二
三
頁
。
他
に
同
上

一
一
九
頁
、

『看
経
』
三
四

五
頁
に
も
同
義
の
文
が
あ
る
。

（
”
）

同
右

『有
時
』
二
五
八
頁
。

（
５．
）

同
右
「

（
２
）

同
右

『現
威
公
案
』
三
六
頁
。

（
５３
）

同
右

一
六
五
頁
。

（
５４
）

同
右

『
古
仏
心
』

一
一
七
頁
。

（
５５
）

同
右
⑤

『
如
来
全
身
』
二

一
九
頁
。

（
５６
）

同
右

『仏
経
』
七
二
頁
。

（
５７
）

同
右

『
帰
依
仏
法
僧
宝
』
四

一
七
頁
。
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